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5月20日(日)茶畑ガイドを行いました。
①今宮茶畑・今宮浅間神社・大久保茶畑・大淵笹場茶畑を伊

東、横川両会員が 、②岩本山公園・岩本山茶畑を上垣、井上静

香両会員がガイドしました。

今宮～大淵笹場の移動がバスからウォークに変更となりまし

たが、大淵笹場から岩本山へ向けてのバスは予定通り12時50
分に出発できました。

やわらかな５月の風と、茶畑と木々の緑が目に優しく、眺望も

素晴らしく皆さんに喜ばれました。ただ、かぐや姫の富士山が顔

を隠したままだったのは、ちょっと残念でした。

岩本山公園への到着時刻が予定より30分ほど遅れたため、茶
畑ウォーキングを先に実施し、残り時間を張り出し展望デッキか

ら見渡せる愛鷹山、富士平野、田子の浦港、駿河湾、伊豆半島、

富士川、雁堤の概要を説明しました。

茶畑ウォークでは 茶の畝の形と茶葉の刈り方や沿道に咲く

野生植物の花、二種のジャガイモの紫色の花などを紹介。富士

山と梅や桜の写真も紹介し、来年の再訪をアピールしました。

帰り際にお客様から、「富士山は

見えなくて残念であったが 説明は

とても興味深く楽しかった」との言葉

をいただき、大変うれしく思いました。

クラブツーリズム

今宮・笹場・岩本山茶畑ガイド

6月10日(土)、JRさわやかウォーキング参加者に対し、コース途
中の東泉院にてガイドを行いました。東泉院歴史公園"宝蔵～
門・塀"に六所幸雄、六所芳和両会員が、本堂跡の日吉浅間神
社境内に六所美貴代、井上均両会員が待機し、参加者の流れ

のタイミングを見て説明を行いました。

9時～11時に吉原駅出発と聞いていましたが、第1番目の来訪
者は8時40分に事前打ち合わせ中の会員の目の前に‼ そのあ
とも途切れることなく大勢の方が来訪。主催者の話では千人を

超える参加者を想定しているとのことでした。

説明内容が二か所で重ならないように事前に調整し、神社側

では、本堂、廃仏毀釈、向拝の天女、富士山大縁起・かぐや姫

物語、下方五社などを、宝蔵側では家茂上洛はじめ将軍家との

関係など影響力の大きさ、その他全般を少し詳しくという分担で

行いました。

短時間の説明ではありましたが、来訪者の多くに聞いてもらえ

ました。かなり突っ込んだ質問をされる方もおり、当初は交替で

休憩をと考えていましたが、あっという間に時間が経ってしまい、

11時40分頃に終了するまでほとんど休みなしでした。曇り空でし
たが雨は降らず、気温もそれほど上がらず、参加者にとってもガ

イドにとっても「好」天気の半日でした。

JRさわやかウォーキング
東泉院ガイド

ガイド活動の紹介

6月24日(日)富士地区地学会の皆さん17名を迎えて、ウォー
キングガイドを本田、金森、飯島各会員にて行いました。

鯛屋旅館で昼食を摂った皆さんと合流し、予定の13時よりガイ
ド開始。最初の「銭屋」脇本陣前では吉原宿の規模及び廃業し

た事を、次の「神尾」上本陣前では本陣名の由来や規模、間取

りを紹介。順次歩を進め、問屋場前では、吉原本宿と加宿問屋

場（伝法）の存在や隣に有った高札場を紹介。脇本陣「扇屋」

「四ツ目屋」と歩を進め「長谷川」本陣前では東海道の本陣と脇

本陣総坪数比較を、「野口」脇本陣前では隣に有った町飛脚「三

度屋金蔵」と月３度往復した飛脚話を紹介。信号待ちで全員揃う

間を利用し、馬車鉄道や眺峰館の話を混ぜて紹介。東木戸では

木戸番が片手間に駄菓子を売った話や宿場入口に居た「留め

女」の話で笑いを誘った。最後に天満宮を紹介し、予定通り１４

時に終了。一行は次の目的地、三日市浅間神社に向かいまし

た。

参加者は歴史的な背景をご存知の方もおりましたが、熱心に

メモをとったり質問されている方が多数おりました。その熱気も

あってか、あっと言う間の

１時間でした。

こんな熱意ある方々に

接するとガイドスキルを

一層高めていかなけれ

ばと思いました。

富士地区地学会：吉原宿ガイド

6月16日(土)、朝、御殿場市を出発して定刻にみなと公園に到
着された皆さん、予定人数より増え、３０人を２グループに分け

て、梶田会員、中田会員が公園内をご案内しました。

あいにく帽子が舞うほどの風と長袖が必要な寒さの天候でし

たが、予定の11時半～12時に、通常コースの中央広場⇒ディア
ナ号⇒山部赤人歌碑⇒はじまりの鐘⇒シンボルタワーを順に進

むグループと逆に進むグループに分かれて回りました。

みなと公園の歴史や富士山登山ルート3776について、 すぐさ
ま質問される方があり、驚くとともに嬉しく思いました。ディアナ

号や山部赤人の碑、さらにドラゴンタワーは、やはり目に留まる

施設で、皆さん暫し立ち止まって、熱心に説明を聞いていただき

ました。

この後、皆さんは、

田子の浦漁港での

しらす料理の昼食

へ。しかしながら

このところのしらす

の不漁で、ハーフ丼

（生しらすと釜揚げしらすが半分ずつの丼）になるとのことでした。

やまいも倶楽部：ふじのくに田子の浦

みなと公園ガイド



◆交流会 ７月3日（火）午前11時～
会員相互の親睦・交流を推進するため、岩本山公園内 レスト

ラン「カグヤ」にて交流会を開催します。

◆東部地区連絡協議会研修会 7月19日（木）午前9時～
富士宮市民文化センター集合

午前：街中歩き（浅間大社周辺の史跡・文化）

午後：静岡県富士山世界遺産センター（希望者のみ）

◆富士市シティープロモーション課：実相寺ガイド

7月27日(金)午前9時40分～ ガイド担当：星野、斉藤両会員

◆県民の日おもてなし体験イベント 8月18日(土)午前9時～

「東海道吉原宿の歴史を訪ねて」ウォーキングガイド

コースは昨年と同じ、約２.５km （詳細調整中）

◆吉原生涯学習研修会湧水巡りガイド 9月23日(日)
20～30名参加の予定
事前研修9月2日(日)予定 （詳細調整中）

「富士山百景」 記：壽和徳会員

市内には富士山百景を示す

「１００エリア」が紹介されています。

写真(右)の巨大なマッチ棒
オブジェはその百景場所に設置

されています（写真は中央公園㊿）。

我々のメインの活動場所岩本山

の頂上付近に⑪があります。

現在市内９箇所に設置されて

います。

27

会報 2018年 7月号-2
外部活動等の紹介

運営会議

7月 2日(月)13:00～
8月 6日(月)13:00～
9月 3日(月)13:00～

編集会議

9月27日(木)13:30～

会報発行について

平成30年度から、会報の発行を

年4回とします。今年度次回以降

は 10月1日号、1月1日号の予定

です。

会議予定

◆川﨑氏感謝状： 多年にわたり会の発展に寄与されました川

﨑氏が体調不良により退会されました。氏の功績をたたえ感謝

状を贈ることを決定しました。

◆センターメンバー不足： 研修係、会議事務局、役員の対外活

動支援事務局など、立候補・推薦をお願いします。

◆ワーキンググループ： 養成講座のあり方検討、サミット＆

フォーラム準備、ガイドマニュアル整備を計画しています。

センターから お知らせ

ガイド等の予定

5月9日(月)19：00～20：45 標記会合が富士市役所にて行わ

れ、当会から丸山会長が出席しました。

議題 （１）平成30年度 推進事業計画案について

（２）サポーター制度の改善について

具体的な事項は以下の通り。

・ガイドマップの更新

挑戦者の意見反省点等を活かしリニューアル

・ＰＲツールの作成・ＳＮＳの運用

ＳＮＳページの活用・運用しＰＲを行う

・６月２９日（金）サポーターミィーティング開催

上田瑠偉氏の講演

・ルートマークの改善

サイズを大きく、チェックポイントまでの距離を記載

・仮設トイレの設置

富士塚・ふじひのきパーク・誠信会ふくしの里

３７７６の挑戦者は年々増加しており、外国人の関心が高まり

つつあること、SNSの閲覧は国内より国外のほうが数倍多いこ

となどの報告もありました。

平成30年度第1回「富士山登山ルート３７７６」
懇話会

6月7日(木)、ぬまづ健康福祉プラザ サンウエルぬまづ にて、標

記会合が行われ、丸山会長が出席しました。

8月23日(木) 役員研修会 葛山氏と景ケ島渓谷歴史探訪

ウォーキング ２～３時間 （深良用水から変更となりました）

各団体の会長交代があり、引継ぎが十分でなく進行が大変でし

た。

静岡県東部地区観光ボランティアガイド連絡協議会

理事会

5月12日(土)10：00～12：00 富士北まちづくりセンターにて、丸

山会長挨拶、富士市産業経済部 中村敏久富士山観光課長様、

富士山観光交流ビューロー 土屋俊夫専務理事様の祝辞をいた

だき、会員45名の出席を得て、平成30年度総会が開催されまし

た。

平成29年度活動報告・決算報告、規約等改正、平成30年度運
営体制・活動計画・予算案について報告、説明、質疑が行われ、

承認されました。

平成30年度富士山観光ボランティアガイドの会 総会

6月11日(月)岩松まちづくりセンターにて標記会議が行われ、当

会から丸山会長が出席しました。

議事・平成２９年度の実績報告

・第３０回 雁がね祭りの実施要領の説明

・第１８回 地区梅まつりの計画の説明

・絶景 富士山まるごと岩本山の計画を説明

・レストハウス開店に伴う社長の説明

当会の活動について、資料にまとめて説明しました。

・「絶景まるごと岩本山」の行事での組織の在り方

・事故発生時の責任と対応の取り組み 等

レストランの諸星社長の観光目線での取り組みに興味を持ちま

した。夏季のイベントやウォーキングの支援、手もみ茶の協力も

得られるようです。今後、協力体制を構築したいと思います。

平成30年度第1回岩本山・雁堤活用会議


